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編集後記

本号は，「高齢者における消化器疾患」を

テーマに，消化器がんの疫学的動向，高齢者

消化器疾患の特徴，内視鏡治療や腹腔鏡下治

療による低侵襲治療を中心に特集を組ませて

いただいた．WHOによると高齢者の定義は

65歳以上であり，74歳までを前期高齢者，

75歳以上を後期高齢者とされている．日本

の老年医学でも同様で，85歳以上または90

歳以上を超高齢者といっている．本号のなか

で内視鏡治療あるいは腹腔鏡下治療に関する

論文では，70歳以上，75歳以上，80歳以上

と各々定義を異にして特徴と注意点を概説し

ている．一方，実際の医療現場では年齢だけ

で全身状態を評価することが困難であり，前

田・永井は，脳血管障害，神経疾患，認知症

などの理由から摂食・嚥下が困難となった65

歳以上と定義して，PEGの適応，安全性と

在宅医療への課題を論じている．

将来推計人口によれば，65歳以上の高齢

者は2000年の2,201万人から2020年には

3,590万人となり，消化器がんの罹患率は

2001年から約60～80％増加すると予測され

ている．消化器がんの予測罹患数は食道，大

腸の増加の程度が 2.18倍，1.84倍ととくに

大きい．人口高齢化に伴い，高齢者の消化器

がんは確実に増加することから，内視鏡治療

や腹腔鏡下治療などによる低侵襲治療の必要

性は，ますます高まると同時に生活習慣病改

善による一次予防活動の取り組みを充実させ

ることが重要となる．

巻頭言のなかで，中澤三郎先生は，「高齢

者の治療は完全治癒に至らない場合でも病気

と共存しながら日常生活への復帰を目指すも

のである」と述べ，さらに「高齢者特有の観

点から医療のあり方を作り上げなければなら

ない．」と強調されており，今後の高齢者医

療を考えるうえで示唆に富むお言葉と思われ

る．本号が読者諸兄姉の日常診療にお役に立

てることを期待する次第である．

（田尻久雄）

臨牀消化器内科 特集のご案内
◎ Vol.�� �既刊は○)

No.◯1 Barrett食道〔特大号〕

No.◯2 消化器がんの疼痛管理

No.◯3 小腸内視鏡の update
 

No.◯4 肝炎のインターフェロン治療
―総まとめ up to date〔特大号〕

No.◯5 門脈圧亢進症の診断と治療

No.◯6 胆膵疾患に対する診断，内視
鏡的治療法の進歩

No.◯7 消化器の炎症からの腫瘍
〔増刊号〕

No.◯8 センチネルリンパ節理論の消
化器癌への応用

No.◯9 細菌と消化器疾患―病因，病
態とその制御に向けて

No.◯10 消化器臨床医のための病理学
―特殊染色を含めて

No.◯11 NASH―最新の知見

No.◯12 炎症性腸疾患における AZA/
6-MPの役割

No.◯13 高齢者における消化器疾患
―低侵襲治療を中心に

臨牀 消化器内科 Vol.22No.13

Ⓒ2007年11月20日発行

定価2,415円

(本体2,300円)

年間予約購読は前金にて書店あるいは弊社宛

お申し込み下さい。ただし，年間購読料は年

度により異なりますので，書店または弊社ま

でお問い合わせ下さい。
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　今回の企画　〈特集：ここまで進んだ肝硬変診療〉　はいかがでしたでしょうか．肝臓
は栄養・代謝，そして免疫制御の中心臓器であり，肝臓を中心とする臓器相関・連環
は，生命活動の根幹を担っています．したがって，肝硬変（慢性肝不全）の診断・治療
は，生命そのものを理解することから始まります．肝硬変の成因，診断からさまざま
な合併症の治療まで，それぞれの分野の第一人者によって系統的に解説いただいた本
特集が，皆様の診療・研究の一助になれば幸いです．
　肝硬変診療の最終目標である「肝関連死ゼロ」を達成するためには，基本的な栄養療
法や運動療法，さらには新たに使用可能となった薬剤や手技を駆使して，肝硬変の
トータルマネジメントを実践する必要がありますが，その基本となるものは「肝硬変
診療ガイドライン」です．とくに「肝硬変診療ガイドライン 2020」は年次改訂されてい
ますが（学会ホームページ；Annual Review 版を参照），同ガイドラインを活用・実践
するとともに，日々の臨床や研究を通じて，そこに示されている FRQ を明らかにし
ていくことが重要です．本特集を読み解いていただくことで，FRQ の解答が見つかっ
ていくことを期待しています．
　巻頭言にて述べましたが，肝硬変の診療は大きく進歩しています．一方，肝硬変に
は肝予備能や予後・QOL の改善が期待できない限界点，すなわち「Point of No 
Return」も存在します．「これからの肝硬変診療」は「Point of No Return」を明らかに
し，乗り越えていくことではないでしょうか．この大きな目標を実現するために本特
集が役立つことを願って，編集後記とさせていただきます．
 （清水　雅仁）
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